
後発医薬品（ジェネリック医薬品） 

使用への取り組み 
 

枚方公済病院では、患者負担の軽減と日本全体の医療費の

効率化を目的として、入院および外来において後発医薬品（ジ

ェネリック医薬品）を積極的に採用しています。 

ご不明な点がございましたら、主治医または薬剤師にお尋

ねください。 
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＜参考＞ 

 後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と治療学的に同等である

ものとして製造販売が承認され、一般的に研究開発に要する費用が低く抑えら

れることから、先発医薬品に比べて薬価が安くなっています。後発医薬品を普

及させることは、患者負担の軽減や医療保険財政の改善に資するものです。 

 このため、厚生労働省では平成 25年 4月に「後発医薬品のさらなる使用促進

のためのロードマップ」を策定し取組を進めてきました。 

～中略～ 

 目標の実現に向け、より一層、後発医薬品の使用促進のための施策に積極的

に取り組んでいます。 

引用：厚生労働省ホームページ 



患者さまへのお願い 
 

枚方公済病院では、後発医薬品の使用促進を図るとともに、医薬品

の安定供給に向けた取り組みを実施しています。現在、一部の医薬品

で十分な供給が難しい状況が続いています。 

医薬品の供給が不足した場合は、処方変更や治療計画の見直し等

で適切な対応ができる体制を整備しております。また、状況によって

は薬剤が変更となる可能性がございます。その場合には、患者さまに

十分な説明をさせていただきます。 

院外処方箋では、後発医薬品のある医薬品について、特定の医薬品

名を指定するのではなく、薬剤の成分をもとにした一般名処方（一般

的な名称により処方箋を発行すること※）を行っています。一般名処

方によって特定の医薬品名が不足した場合であっても、患者さんに

必要な医薬品が提供しやすくなります。 

ご不明な点やご心配ごとがありましたら、医師または薬剤師にご

相談ください。ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

※一般名処方とは 

 お薬の「商品名」ではなく、「有効成分」を処方箋に記載することです。そうすること

で供給不足のお薬であっても有効成分が同じ複数のお薬が選択でき、患者さまに必要な

お薬が提供しやすくなります。 
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枚方公済病院では「バイオシミラー」を積極的に使用しています 

 

ご不明な点がございましたら、主治医または薬剤師にお尋ねください。 
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